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研究要旨 

 

背景： 
 これまで MASH⼤阪は、⼤阪市内のゲイ向け商業施設に流⼊するゲイ・バイセクシュアル

男性のセクシュアルヘルスの向上をミッションとして活動を展開してきた。先⾏研究による

と検査⾏動や予防⾏動に⼀定の成果があったことが⽰されているが、45 歳以上の中⾼年層

と 24 歳以下の若年層では、HIV 感染を含む性感染症の感染リスクが⾼い層であり、検査⾏

動は低い割合でとどまっている。そこでゲイコミュニティにおける感染拡大を抑止すること

を目的に、コミュニティセンターでの検査会実施ついて 1 年かけて検討した。 

 
コミュニティセンターdista 検査会の実施： 
さまざまな介⼊活動が検査⾏動の促進に直接的に影響していない背景には、検査そのもの

に対するコミュニティの規範が関係していると考えた。HIV 抗体検査が保健所等で、無料匿

名で受検できることは浸透しているが、時間的な制限や予約制等の仕組みだけではなく、心

理的な⾯でもハードルが⾼い現状がある。潜在的ニーズや感染リスクに応じて検査⾏動を促

進するためには、HIV 抗体検査を含む性感染症の検査が、彼らの生活の一部と感じられる規

範を構築する必要があり、コミュニティセンターでの検査会は有効であると考えた。 

既存の検査機会との違いは、次の 3 点である。①ゲイコミュニティに向けたメッセージと

しての検査会であり、検査機会の拡大が主要な目的ではないこと。②検査自体はオープンス

ペースで実施するが、HIV 感染のカミングアウトの状況や HIV 感染に対するスティグマを考

慮し、検査結果は個⼈情報として扱うこと。③専⾨的な技術や知識を要する検査運営・管理

は、⾏政が担う公衆衛⽣の役割であると位置づけ、⾏政との磐⽯な協働体制を構築すること

を⽬指した。初年度は、検査会を通算 4 回実施し 127 ⼈が利⽤した。HIV 陽性判明割合は

0.0％〜17.4%、梅毒陽性・要治療判明割合は 0.0%〜13.6%であった。 
 



 

 
 

 

A.実施（研究）の背景と目的 
コミュニティセンターdista での検査会に

ついて、MASH 大阪では 2013 年 12 月から検討

をはじめ2014年1月までに以下のことを考え

た。 

 

ゲイ・バイセクシュアル男性における HIV

感染動向は、中高年層では AIDS 発症でみつか

るケースが多く、 若年層では感染報告者数

が増加していることが指摘されている。また

HIV 陽性者の場合には、医療者との関係性に

もよるが、他の性感染症検査を受検しにくい

こともコミュニティセンター利用者の間で話

されている。 

 WHO や CDC は、感染リスクの高い人（HIV

陽性者のパートナーや薬物使用者、不特定の

相手とセックスする人、多人数の相手とセッ

クスする人）は 6ヵ月や 3ヵ月毎の定期検査

受検が推奨しており、日本の検査戦略は自発

検査が中心におかれている。 

これまで MASH 大阪は、大阪市内のゲイ向け

商業施設に流入するゲイ・バイセクシュアル

男性のセクシュアルヘルスの向上をミッショ

ンとして活動を展開してきた。先行研究によ

ると検査行動や予防行動に一定の成果があっ

たことが示されているが、45 歳以上の中高年

層と 24 歳以下の若年層では、HIV 感染を含む

性感染症の感染リスクが高い層であり、検査

行動は低い割合でとどまっている。 

大阪の-堂山、みなみ、新世界にある-ゲイ

向け商業施設を利用する人はゲイ・バイセク

シュアル男性に加えて、ハッテン場利用者（従

業員も含む）、トランスジェンダー女性、トラ

ンスジェンダー男性、セックスワーカー、在

日外国人、薬物使用者、HIV を持っている人

など多岐にわたり、彼らを含めてコミュニテ

ィの規範は形成されていると言える。そこで、

コミュニティセンターdista で検査会を行う

場合にはこういった多様な層を対象として受

検しやすい環境を整える必要があると考えた。 

 HIV 感染動向をふまえて検査環境を省みる

と、近年でも MSM で HIV 感染が拡大している

にも関わらず、「chot CAST なんば」の設置に

よって堂山近くに存在し MSM の受検割合も高

かった土曜検査場が移転となり、現時点で近

くの検査場は北区保健福祉センターのみとな

った  

このような背景のもと、コミュニティセン

ターdista での検査会は検査機会を増やすこ

とにつながるとも考えたが、先行研究の結果

では大阪市内の商業施設を利用する MSM は約

3 万人から 5 万人であると考えられ、そのす

べてに検査機会を提供するようなキャパシテ

ィはないことが予想される。したがってコミ

ュニティセンターでの臨時検査会は検査機会

の拡大にはつながらないと言える。 

一方で MASH 大阪は、検査会に関する検討を

重ねる過程で、さまざまな介入活動が検査行

動の促進に直接的に影響していない背景には、

検査そのものに対するコミュニティの規範が

関係していると考えた。 

コミュニティセンター利用者やコミュニテ

ィのキーパーソンの語りから、HIV 抗体検査

が保健所等で、無料匿名で受検できることは

浸透しているが、時間的な制限や予約制等の

仕組みだけではなく、心理的な面でもハード

ルが高い現状がある。そのため、HIV 抗体検

査を含む性感染症の検査が彼らの生活の一部

と感じられる、または性感染症の検査を身近

なものと感じられる規範を構築していくこと

で、潜在的ニーズや感染リスクに応じた検査

行動に変容していくと考えた。 

検査に関する規範を構築するためには、検

査が身近なものと感じられるメッセージを浸

透させる必要がある。そのためにはゲイ向け

商業施設の多い堂山で、利用者の多い時間帯

に検査を実施し、検査そのものをランドマー

ク（検査を実施しているというそのこと自体

がメッセージ性をもつ）とすることで、検査



 

 
 

 

受検へのバリアが低減すれば、保健所等の他

の検査機会へも自発的につながると考えた。 

MASH 大阪は、10 年前にコンドーム使用の規

範を作るために、コンドームアウトリーチを

展開し、ゲイ向け商業施設の中のいろいろな

場所にコンドームがある環境を意図的に作り

だした。当時、コンドームは避妊具としての

認識が強く、男性同性士の性行為では不要な

ものとされていたが、コンドームアウトリー

チによって性感染症予防のために男性同士の

性行為でも必要なものであるという規範を構

築し、コンドーム使用行動を促進した。この

事例をふまえて、検査行動に対する規範も「ハ

ードルの高い検査」から「敷居を低くし、生

活の一部」となるよう変容させていくことが

必要であると考えた。 

ただし、コミュニティセンターdista で実

施する検査会には 友達や知り合い、セックス

のパートナーが一緒に検査を受けることや、

近くにいる場合が想定される。規範の変容の

ためには、その状況を避ける方法ではなく、

その状況を受け入れることを推奨する必要が

ある。2015 年 1月に試験的に実施した検査会

利用者の語りから、採血時には MASH 大阪の

スタッフがいる事で安心感につながったこと

も報告された。 

そこで検査自体はオープンスペースで実施

するが、HIV 感染のカミングアウトの状況や、

HIV 感染に対するスティグマを考慮し、検査

結果は個人情報として扱う必要があると考え

た。そのため結果告知時には、当事者に近い

MASH 大阪のスタッフが対応することは避け、

陽性結果であった場合の状況を考えてプライ

バシーを十分に確保できる個室を準備し、支

援体制や受診機関との連携体制を事前に整え

ておく必要があった。 

また検査結果の信頼性や、陽性結果であっ

た場合の医療とのつながりを担保する上で、

行政との協働体制を構築する必要もあった。

MASH 大阪は当事者を中心としたネットワー

ク組織であり、運営には流動性を孕んでいる。

コミュニティにおける検査行動の促進や検査

環境の改善が MASH 大阪のミッションであり、

専門的な技術や知識を要する検査運営・管理

は、行政が担う公衆衛生の役割であると位置

づけ、行政との磐石な協働体制を構築するこ

とこそが、コミュニティ全体の利益につなが

ると考えた。 

 

B.実施（研究）方法 
 背景をふまえ、大阪市保健所と MASH 大阪で

事前に協議を重ねた。 

 

連携体制の構築まで 

コミュニティの中で検査を実施することで、

検査を身近に感じてもらうことを目指すので

あれば、商業施設にも参画を促し、協働で実

施することが望ましいという意見があり、検

査受付、受検前の保健師ガイダンスはコミュ

ニティの中の商業施設で行い、採血は dista

ですることも提案された。しかし、行政との

協働体制がまだ構築段階であることや、実際

の業務量の把握が不明瞭であったことから、

本研究ではコミュニティセンターdista での

検査会を定着することを優先的な目標とした。 

検査会は大阪市保健所の移動診療として扱

われるため、医療行為にかかる従事者は大阪

市保健所職員もしくは保健所が雇いあげする

職員に限定される。従事者の確保から日程が

ある程度絞られてくる事となった。また、従

事する人数を考えると HIV 担当者だけでは難

しく、所管課全体で HIV 対策に取り組むこと

を再確認することになった。 

協力が必要な機関として、大阪市立総合医

療センターや、HIV 陽性者への支援に実績の

ある特定非営利活動法人 CHARM、特定非営利

活動法人ぷれいす東京が挙げられ、大阪市保

健所と MASH 大阪が手分けして協力を依頼し

た。 



 

 
 

 

また、実施にあたっては基本的に保健福祉

センター等で実施しているイベント検査と同

じ流れをとることにした。試験的に 2014 年１

月に実施した dista での検査会の流れを振り

返り、事故防止のため受検者の動線を工夫し、

①受検者が何度も行き来するような動線はと

らないこと、②採血するスペースを広くし接

触などによる事故を防ぐようにした。配置に

ついては現地視察など綿密な打合わせを数回

行った。 

 

結果告知について 

結果告知は MSM における陽性率の高さやコ

ミュニティセンターdista のキャパシティを

考慮し、確認検査をふまえた結果を 1週間後

に告知することにした。設定されている結果

告知日時に来られない受検者への対応として、

北区保健福祉センター等の通常検査結果告知

日を案内できるよう、北区保健福祉センター

へも事前に協力を依頼した。 

結果告知についてはプライバシーを配慮す

るため、個室を確保する必要があったが、コ

ミュニティセンターdista は 2014 年 10 月の

縮小を契機に個室の確保が困難となったため、

近隣の会議室を借用することにした。利用者

が結果を受容するために十分な時間を確保し、

他の利用者と顔を会わせる機会を極力減らす

ために、結果告知時間を 1 人 15 分～30 分と

想定し、受付 1室と個室 4室を準備した。受

付では医師やカウンセラーに待機していただ

いた。 

 

検査実施日時・期間について 

4 日間の実施は、採血者、医師の確保、専

門職者等への謝金、会場の確保等の予算や調

整が難しいことが話された。そこで段階的に

実施することにし、最初の段階として 3日間

の実施を目標にすることでコンセンサスを得

た。また連日での実施か、毎月 1回の実施と

するかも検討事項であったが、マンパワーの

確保やコミュニティへのメッセージ性を考慮

して、毎月 1回の実施とした。 

実施日時は、先行研究で明らかになってい

るニーズを考慮し、土日または平日夜間とし、

実施後、開催日時と受検者数・受検層の関連

を評価するべきであると考えた。そこで本年

度は月曜夜間、土曜日、日曜日と曜日を変え

て実施することにした。コミュニティセンタ

ーdista でのイベント日程を考慮し、以下の

日程とした。 

****************************************

* 

第 1回目 

採血日：8月 31 日（月）15：00～19：00  

結果通知日：9月 7日（月）15：00～19：00 

第 2回目 

採血日：9月 27 日（日）14：00～18：00 

結果通知日：10月 4日（日）14：00～18：00 

第 3回目 

採血日：10 月 17 日（土）14：00～18：00 

結果通知日：10 月 24 日（土）14：00～18：

00 

****************************************

* 

さらに 3回の実施状況をふまえ、振り返り

を行った後に、予算と人材を調整し 1月に第

4回目の検査会を追加で行った。 

****************************************

* 

第 4回目 

採血日：1月 16 日（土）14：00～18：00  

結果通知日：1月 23 日（土）14：00～18：00 

****************************************

* 

 

コホートシステムについて 

指紋認証の仕組みについては名古屋市立大

学倫理委員会の承認を得た（ID 番号 15014-2 

2015 年 6月 23 日）のち、大阪市保健所・MASH 



 

 
 

 

大阪と協議し了承を得た。指紋をとることに

抵抗を感じる受検者も多いという意見もあっ

た。また、大阪市保健所の通常の検査では指

紋認証システムは利用されていないため、受

検者が混乱する場合も想定された。そのため、

指紋認証を任意とし、本人の了解を得て登録

を促す程度にし、登録がなくても受検希望は

確保した。また登録は任意であることを周知

徹底し、検査会に関わる従事者間でも確認を

した。当日配布するファイルスリーブにも明

記し、検査の流れや基礎知識、支援情報と共

に周知するようにした。 

 

広報について 

 広報では検査の必要性や HIV 感染の動向の

説明に加えて、保健所と同じ方法で無料・匿

名の検査が dista で受けられること、予約不

要であるが、人数が超過したときはお断りす

ることがあること、梅毒検査も一緒に受けら

れること、当日、夕方 5時から dista は通常

通り利用できることを明記した。また、検査

についての疑問や不安があるときの相談先に

ついても併せて広報した。 

 インターネットでは指紋認証の方法と、研

究目的としてコミュニティの中の感染動向を

把握すること、その必要性について説明した。

また検査の流れの中に検査不安や感染不安を

抱える場合の相談先を紹介するようにした。 

 また「HIV とエイズの違い」や「HIV 検査の

種類」、「ウィンドウ・ピリオド」「性感染症」

「HIV の感染がわかった時」「Safer SEX」な

どの基礎知識についても説明し、適宜、不安

を抱える場合の相談先や支援情報を紹介し、

HIV 感染者や周囲の人の手記（特定非営利活

動法人ぷれいす東京ホームページ）や、HIV

感染後の生活に関する統計的な情報（Futures 

Japan HIV 陽性者のための総合情報サイト）

を紹介することで、HIV 感染のリアリティを

涵養した。 

 

その他 

在日外国人の利用を想定し、英語・中国語

の通訳を特定非営利活動法人 CHARM に依頼し

た。 

MSM における生涯受検割合は高く、再受検

者も多いことを前提に、検査の敷居を下げる

工夫として、事前チェックシートを作成し、

検査受検に必要な最低限の内容とした。この

事前チェックシートは保健師ガイダンスで活

用された後は、情報として利用者自身で保管

する仕組みとした。 

 

C.実施（研究）結果と考察 
1）採血日‐流れと各部署での役割- 

【受付】 

MASH 大阪スタッフ 2名：誘導と説明 

① ファイルスリーブには結果返し会場
MAP/事前チェックシート/検査申込書/

アンケートを封入して準備した。 

② 検査申込書は大阪市保健所で通常利用
されているもので、4 枚複写となってい

る。（1枚目：結果引換書・2枚目保健所

控え・3 枚目：本人通知用・4 枚目検体

シール） 

③ ファイルスリーブを手渡し、封入されて
いる検査申込書と同じ No が記載されて

いる「受検 ID ラベル」を手渡す。 

④ 本検査会「dista でピタッとちぇっくん」
の説明と同意、検査申込書の記入を促す。 

⑤ ピタっとちぇっくんで発行される個別
認証シールを「検査申込書（保健所控

え）」・「アンケート用紙」・「ファイルス

リーブ」に貼る。 

⑥ ピタッとちぇっくん・事前チェックシー
ト・検査申込書が書けた人から保健師ガ

イダンスへ案内する。 

⑦ 外国人対応は、通訳が活用できるので適
時対応する。場合によっては英語の申込

用紙(4 枚複写)を利用する。 

 



 

 

風景① 

 

 

必要物品

検査申込書、筆記用具、ファイルスリーブ、

指紋認証の機材

 

【保健師

保健師 2

果日の予約

① 受検者とチェックシートを一緒に確認
し、事前

容、

検意思の確認をする。

② チェックシートは本人へ返す。
③ 検査申込書に不備
別などの記載漏れがないか）

④ 「ピタッと」の個別認証シールが貼って
いるか確認する。

人のみが貼っている

書（保健所控え）・アンケート用紙・フ

ァイルスリーブ

かを確認する

 受付 

必要物品 

検査申込書、筆記用具、ファイルスリーブ、

指紋認証の機材 

保健師ガイダンス

2 名：インフォームドコンセントと結

果日の予約 

受検者とチェックシートを一緒に確認

し、事前ガイダンス資料を参考に検査内

容、ウィンドウ

検意思の確認をする。

チェックシートは本人へ返す。

検査申込書に不備

別などの記載漏れがないか）

「ピタッと」の個別認証シールが貼って

いるか確認する。

人のみが貼っている

書（保健所控え）・アンケート用紙・フ

ァイルスリーブ

かを確認する。

検査申込書、筆記用具、ファイルスリーブ、

ガイダンス】 

名：インフォームドコンセントと結

受検者とチェックシートを一緒に確認

ガイダンス資料を参考に検査内

ウィンドウ・ピリオド等を伝え、受

検意思の確認をする。 

チェックシートは本人へ返す。

検査申込書に不備（検査項目・年齢・性

別などの記載漏れがないか）

「ピタッと」の個別認証シールが貼って

いるか確認する。登録について同意した

人のみが貼っている。その場合

書（保健所控え）・アンケート用紙・フ

ァイルスリーブの 3箇所に貼られている

。 

検査申込書、筆記用具、ファイルスリーブ、

名：インフォームドコンセントと結

受検者とチェックシートを一緒に確認

ガイダンス資料を参考に検査内

ピリオド等を伝え、受

チェックシートは本人へ返す。 

（検査項目・年齢・性

別などの記載漏れがないか）を確認する。

「ピタッと」の個別認証シールが貼って

登録について同意した

。その場合検査申込

書（保健所控え）・アンケート用紙・フ

に貼られている

 

 

検査申込書、筆記用具、ファイルスリーブ、

名：インフォームドコンセントと結

受検者とチェックシートを一緒に確認

ガイダンス資料を参考に検査内

ピリオド等を伝え、受

（検査項目・年齢・性

する。 

「ピタッと」の個別認証シールが貼って

登録について同意した

検査申込

書（保健所控え）・アンケート用紙・フ

に貼られている

⑤ 

⑥ 

⑦ 
⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

 

必要物品

受検

資材等、採血管、筆記用具、カレンダー、北

区保健福祉センター案内用紙（通常検査場案

内図）、

果予約表

 

風景

 結果返しの希望時間を確認し、

表に受検

果予約は 1

4 人×4室とし

 検査申込書より結果引換書を切り離し、

結果時間を記載する。

 結果返しの場所を再度確認する。

 検査引換書は、

事を伝え、鞄等にしまってもらうよう促

す。 

 設定した結果告知

らかじめ申し出があった

告知が北区保健福祉センターにとなる

ことを説明し

を調整し北区保健福祉センター

約表に記載する。

 結果告知予備を北区保健福祉センター

の設定をしていたが、受検者によっては

北区保健福祉センターの日時と合わな

い人もあったため、

野区）での

調整した。

 採血管に検査申込書

を貼り、受検者に採血管・

込書を持たせて

必要物品 

受検 ID ラベル事前ガイダンス資料、保健指導

資材等、採血管、筆記用具、カレンダー、北

区保健福祉センター案内用紙（通常検査場案

内図）、結果予約表、

果予約表 

風景② 保健師ガイダンス

結果返しの希望時間を確認し、

表に受検 ID ラベルを

1人 15 分を目安とし、

室とし、予備

検査申込書より結果引換書を切り離し、

結果時間を記載する。

結果返しの場所を再度確認する。

検査引換書は、結果告知

事を伝え、鞄等にしまってもらうよう促

結果告知日に来られないとあ

らかじめ申し出があった

が北区保健福祉センターにとなる

ことを説明し、了解をえられれば、日程

北区保健福祉センター

約表に記載する。 

予備を北区保健福祉センター

の設定をしていたが、受検者によっては

北区保健福祉センターの日時と合わな

人もあったため、大阪市保健所（阿倍

野区）での結果告知も選択できるように

調整した。 

採血管に検査申込書 4

を貼り、受検者に採血管・

込書を持たせて採血室へ案内

事前ガイダンス資料、保健指導

資材等、採血管、筆記用具、カレンダー、北

区保健福祉センター案内用紙（通常検査場案

結果予約表、北区保健福祉センター結

保健師ガイダンス

結果返しの希望時間を確認し、結

ラベルを保健師が貼る

分を目安とし、1

、予備 1人と設定した。

検査申込書より結果引換書を切り離し、

結果時間を記載する。 

結果返しの場所を再度確認する。

結果告知時に必要である

事を伝え、鞄等にしまってもらうよう促

日に来られないとあ

らかじめ申し出があった場合には、

が北区保健福祉センターにとなる

了解をえられれば、日程

北区保健福祉センター

予備を北区保健福祉センター

の設定をしていたが、受検者によっては

北区保健福祉センターの日時と合わな

大阪市保健所（阿倍

も選択できるように

4枚目（検体シール）

を貼り、受検者に採血管・残りの検査申

採血室へ案内する。

事前ガイダンス資料、保健指導

資材等、採血管、筆記用具、カレンダー、北

区保健福祉センター案内用紙（通常検査場案

北区保健福祉センター結

保健師ガイダンス 

 

結果予約

貼る。結

1時間に

人と設定した。 

検査申込書より結果引換書を切り離し、

結果返しの場所を再度確認する。 

時に必要である

事を伝え、鞄等にしまってもらうよう促

日に来られないとあ

には、結果

が北区保健福祉センターにとなる

了解をえられれば、日程

北区保健福祉センター結果予

予備を北区保健福祉センター

の設定をしていたが、受検者によっては

北区保健福祉センターの日時と合わな

大阪市保健所（阿倍

も選択できるように

枚目（検体シール）

残りの検査申

する。 

事前ガイダンス資料、保健指導

資材等、採血管、筆記用具、カレンダー、北

区保健福祉センター案内用紙（通常検査場案

北区保健福祉センター結



 

 

 

【採血】

採血従事者

① 採血管と、検査申込書（保健所控え・本
人通知用）の名前と検査項目を確認する。

② 5cc
③ 気分不良者が出た場合は、保健場所へ案
内し、保健所事務職員

を依頼する。

 

 

必要物品

採血管、

針、エタノール、綿花、綿花入れ、アメジス

トコットン、トレイ、駆血帯、止血絆創膏、

止血バンド、医療廃棄缶（

ス、膿盆、ディスポ手袋、試験管たて、採血

枕、ラバーシーツ、ビニール袋、バスタオル、

タオル、次亜塩素酸溶液ごみ袋、ボールペン

 

風景③ 

【採血】 

採血従事者 2名および医師

採血管と、検査申込書（保健所控え・本

人通知用）の名前と検査項目を確認する。

5cc の採血を行い、止血場所へ案内する。

気分不良者が出た場合は、保健場所へ案

内し、保健所事務職員

を依頼する。 

必要物品 

採血管、5cc シリンジ・

針、エタノール、綿花、綿花入れ、アメジス

トコットン、トレイ、駆血帯、止血絆創膏、

止血バンド、医療廃棄缶（

ス、膿盆、ディスポ手袋、試験管たて、採血

枕、ラバーシーツ、ビニール袋、バスタオル、

タオル、次亜塩素酸溶液ごみ袋、ボールペン

 採血場所 

名および医師、検査員

採血管と、検査申込書（保健所控え・本

人通知用）の名前と検査項目を確認する。

の採血を行い、止血場所へ案内する。

気分不良者が出た場合は、保健場所へ案

内し、保健所事務職員および

 

シリンジ・22G 注射針、

針、エタノール、綿花、綿花入れ、アメジス

トコットン、トレイ、駆血帯、止血絆創膏、

止血バンド、医療廃棄缶（20L 小型）、カネパ

ス、膿盆、ディスポ手袋、試験管たて、採血

枕、ラバーシーツ、ビニール袋、バスタオル、

タオル、次亜塩素酸溶液ごみ袋、ボールペン

 

、検査員 

採血管と、検査申込書（保健所控え・本

人通知用）の名前と検査項目を確認する。

の採血を行い、止血場所へ案内する。

気分不良者が出た場合は、保健場所へ案

および医師に対応

注射針、23G 翼状

針、エタノール、綿花、綿花入れ、アメジス

トコットン、トレイ、駆血帯、止血絆創膏、

小型）、カネパ

ス、膿盆、ディスポ手袋、試験管たて、採血

枕、ラバーシーツ、ビニール袋、バスタオル、

タオル、次亜塩素酸溶液ごみ袋、ボールペン

 

 

採血管と、検査申込書（保健所控え・本

人通知用）の名前と検査項目を確認する。 

の採血を行い、止血場所へ案内する。 

気分不良者が出た場合は、保健場所へ案

医師に対応

翼状

針、エタノール、綿花、綿花入れ、アメジス

トコットン、トレイ、駆血帯、止血絆創膏、

小型）、カネパ

ス、膿盆、ディスポ手袋、試験管たて、採血

枕、ラバーシーツ、ビニール袋、バスタオル、

タオル、次亜塩素酸溶液ごみ袋、ボールペン 

 

【止血場所】

保健所事務職員

依頼および回収

① 
② 

③ 

④ 
⑤ 
 

 

必要物品

アンケート、アンケート記載板、アンケート

記載用ボールペン、アンケート回収箱、止血

バンド回収かご、気分不良者用血圧計

 

風景

【止血場所】 

保健所事務職員

依頼および回収

 5 分ほどの止血を促す。

 止血の間、アンケートを記載してもらう

よう依頼する。

 気分不良者が出た場合は、保健場所に案

内し、医師が気分不良者に対応する。

 止血バンドを返却してもらう。

 アンケートを回収する。

必要物品 

アンケート、アンケート記載板、アンケート

記載用ボールペン、アンケート回収箱、止血

バンド回収かご、気分不良者用血圧計

風景④ 止血およびアンケート記入場所

 

保健所事務職員 1名：止血確認とアンケート

依頼および回収 

分ほどの止血を促す。

止血の間、アンケートを記載してもらう

よう依頼する。 

気分不良者が出た場合は、保健場所に案

内し、医師が気分不良者に対応する。

止血バンドを返却してもらう。

アンケートを回収する。

アンケート、アンケート記載板、アンケート

記載用ボールペン、アンケート回収箱、止血

バンド回収かご、気分不良者用血圧計

止血およびアンケート記入場所

名：止血確認とアンケート

分ほどの止血を促す。 

止血の間、アンケートを記載してもらう

気分不良者が出た場合は、保健場所に案

内し、医師が気分不良者に対応する。

止血バンドを返却してもらう。 

アンケートを回収する。 

アンケート、アンケート記載板、アンケート

記載用ボールペン、アンケート回収箱、止血

バンド回収かご、気分不良者用血圧計

止血およびアンケート記入場所

 

 

名：止血確認とアンケート

止血の間、アンケートを記載してもらう

気分不良者が出た場合は、保健場所に案

内し、医師が気分不良者に対応する。 

 

アンケート、アンケート記載板、アンケート

記載用ボールペン、アンケート回収箱、止血

バンド回収かご、気分不良者用血圧計 

止血およびアンケート記入場所 



 

 

 

【その他の事務等】

 検査依頼書

 検体数と検査依頼書の内容を確認。（保

健所事務

 検体・検査依頼書を保健衛生検査所

日に搬送し、スクリーニング検査担当に

手渡す（検査員

 結果予約表のコピーを

け取る。

の連絡を

の都度、大阪市保健所へ連絡してもらう

 検査結果の通知の流れ、個人情報として

の取り扱いは大阪市

の流れに準じ、

リーニング検査機関より感染症対策課

あてに送付

 結果

 HIV

特定非営利活動法人

ウンセラー派遣調整を行う。

 

必要物品

【その他の事務等】

検査依頼書の作成（保健所事務

検体数と検査依頼書の内容を確認。（保

健所事務職員・

検体・検査依頼書を保健衛生検査所

日に搬送し、スクリーニング検査担当に

手渡す（検査員

結果予約表のコピーを

け取る。結果告知

連絡を MASH

の都度、大阪市保健所へ連絡してもらう

検査結果の通知の流れ、個人情報として

の取り扱いは大阪市

の流れに準じ、

リーニング検査機関より感染症対策課

あてに送付される

結果の交付書類

HIV 陽性判明の有無を大阪市保健所より、

特定非営利活動法人

ウンセラー派遣調整を行う。

必要物品 

【その他の事務等】 

作成（保健所事務

検体数と検査依頼書の内容を確認。（保

・検査員） 

検体・検査依頼書を保健衛生検査所

日に搬送し、スクリーニング検査担当に

手渡す（検査員） 

結果予約表のコピーを MASH

結果告知日までの間に予約変更

MASH 大阪が受けた場合は、そ

の都度、大阪市保健所へ連絡してもらう

検査結果の通知の流れ、個人情報として

の取り扱いは大阪市保健所

の流れに準じ、検査結果・報告書はスク

リーニング検査機関より感染症対策課

される。 

交付書類を作成する

陽性判明の有無を大阪市保健所より、

特定非営利活動法人 CHARM

ウンセラー派遣調整を行う。

作成（保健所事務職員）

検体数と検査依頼書の内容を確認。（保

 

検体・検査依頼書を保健衛生検査所へ当

日に搬送し、スクリーニング検査担当に

MASH 大阪より受

日までの間に予約変更

大阪が受けた場合は、そ

の都度、大阪市保健所へ連絡してもらう

検査結果の通知の流れ、個人情報として

保健所の HIV 等検査

検査結果・報告書はスク

リーニング検査機関より感染症対策課

する（保健所事務）

陽性判明の有無を大阪市保健所より、

CHARM に連絡し、カ

ウンセラー派遣調整を行う。 

 

 

） 

検体数と検査依頼書の内容を確認。（保

へ当

日に搬送し、スクリーニング検査担当に

大阪より受

日までの間に予約変更

大阪が受けた場合は、そ

の都度、大阪市保健所へ連絡してもらう。 

検査結果の通知の流れ、個人情報として

等検査

検査結果・報告書はスク

リーニング検査機関より感染症対策課

（保健所事務） 

陽性判明の有無を大阪市保健所より、

に連絡し、カ

検査依頼書、保冷バック、保冷剤

 

2）結果告知日

開始時間の

健師は

陽性判明者の有無により適時調整

 

【受付】

保健所事務

＊4

① 
② 

③ 
④ 

⑤ 

 

必要物品

結果封筒、

 

【結果説明】

保健師または医師

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 
⑥ 

検査依頼書、保冷バック、保冷剤

）結果告知日

開始時間の 30

健師は原則 4名を確保するが、受検人数や、

陽性判明者の有無により適時調整

【受付】 

保健所事務職員

4回目以降は保健所事務職員のみで対応

 受検者から検査引換書を受け取る。

 控室に保管している受検結果封筒と、検

査申し込みを照らしあわせ、確認

 保健師に引き継ぐ。

 結果予約表に来場

る。 

 陽性判明者が来場

へ引き継いだ

ラーに連絡

必要物品 

結果封筒、結果予約表、筆記用具

【結果説明】 

保健師または医師

 検査結果の封筒と申込書が同じである

ことを本人にも確認してもらい、本人に

開封してもらうか、了解を得て開封する。

 リスクリダクション等、必要に応じて保

健指導を行う。

 HIV 陽性判明

行う。告知を行った医師は

する。 

 医療機関への予約は当日取れないため

連絡先を確認し、週明けに予

もしくは予約なく受診してもらう

がなくとも受診できる方法を説明する）

 その後、カウンセラーへ引き継ぐ

 告知を行った医師は、発生届を作成し、

提出する。

検査依頼書、保冷バック、保冷剤

）結果告知日‐流れと各部署での役割

30 分前に集合する。従事する

名を確保するが、受検人数や、

陽性判明者の有無により適時調整

職員・MASH 大阪スタッフ

回目以降は保健所事務職員のみで対応

受検者から検査引換書を受け取る。

控室に保管している受検結果封筒と、検

査申し込みを照らしあわせ、確認

保健師に引き継ぐ。 

結果予約表に来場した事をチェックす

判明者が来場した場合

へ引き継いだ後、待機している

連絡する。 

結果予約表、筆記用具

 

保健師または医師 

検査結果の封筒と申込書が同じである

ことを本人にも確認してもらい、本人に

開封してもらうか、了解を得て開封する。

リスクリダクション等、必要に応じて保

健指導を行う。 

判明者の場合

行う。告知を行った医師は

医療機関への予約は当日取れないため

連絡先を確認し、週明けに予

もしくは予約なく受診してもらう

なくとも受診できる方法を説明する）

カウンセラーへ引き継ぐ

告知を行った医師は、発生届を作成し、

提出する。 

検査依頼書、保冷バック、保冷剤 

‐流れと各部署での役割

分前に集合する。従事する

名を確保するが、受検人数や、

陽性判明者の有無により適時調整する。

大阪スタッフ 

回目以降は保健所事務職員のみで対応

受検者から検査引換書を受け取る。

控室に保管している受検結果封筒と、検

査申し込みを照らしあわせ、確認

 

した事をチェックす

した場合には保健師

後、待機しているカウンセ

結果予約表、筆記用具 

検査結果の封筒と申込書が同じである

ことを本人にも確認してもらい、本人に

開封してもらうか、了解を得て開封する。

リスクリダクション等、必要に応じて保

者の場合、医師より告知

行う。告知を行った医師は紹介状

医療機関への予約は当日取れないため

連絡先を確認し、週明けに予約を取る、

もしくは予約なく受診してもらう

なくとも受診できる方法を説明する）

カウンセラーへ引き継ぐ

告知を行った医師は、発生届を作成し、

 

‐流れと各部署での役割- 

分前に集合する。従事する保

名を確保するが、受検人数や、

する。 

 

回目以降は保健所事務職員のみで対応 

受検者から検査引換書を受け取る。 

控室に保管している受検結果封筒と、検

査申し込みを照らしあわせ、確認する。 

した事をチェックす

には保健師

カウンセ

検査結果の封筒と申込書が同じである

ことを本人にも確認してもらい、本人に

開封してもらうか、了解を得て開封する。 

リスクリダクション等、必要に応じて保

医師より告知を

紹介状を作成

医療機関への予約は当日取れないため、

約を取る、

もしくは予約なく受診してもらう（予約

なくとも受診できる方法を説明する）。 

カウンセラーへ引き継ぐ。 

告知を行った医師は、発生届を作成し、



 

 

⑦ その他
マニ

 

必要物品

保健指導資料、

陽性判明告知時：発生届、紹介状、封筒、筆

記用具、

材）、CBO

エイズ専門相談記録票

 

【その他】

 結果告知

ールで情報を共有する。

 北区保健福祉センターに

依頼する

頼文

 

3）検査会実施後の意見交換会

3 回の実施状況をふまえ、

日に大阪市保健所と

行い、改善点を抽出した。

29 日にも振り返りを行い、次年度に向けて改

善点を検討した。ここではその内容について

報告する。

 

保健師ガイダンス時の配置では

気になった

置を隣接させず、

互い違いになるよう配置しなおした。

照） 

保健師ガイダンス時は受検者からの相談が

多く、HIV

ックスについての相談が気軽にされている雰

囲気であった。

ちぇっくん

の場というだけではなく、受検者にとっては

普段から気になっている様々な疑問を、専門

職者に尋ねやすく、不安を低減する機会とし

ても位置づける事ができる。

その他対応は大阪市

マニュアルに準じる。

必要物品 

保健指導資料、筆記用具

陽性判明告知時：発生届、紹介状、封筒、筆

記用具、たんぽぽ（支援情報が掲載された資

CBO 関連の啓発資材、病院一覧

エイズ専門相談記録票

【その他】 

結果告知状況は週明けに

ールで情報を共有する。

北区保健福祉センターに

依頼する場合に

頼文を作成する

検査会実施後の意見交換会

回の実施状況をふまえ、

日に大阪市保健所と

行い、改善点を抽出した。

日にも振り返りを行い、次年度に向けて改

善点を検討した。ここではその内容について

報告する。 

保健師ガイダンス時の配置では

気になったという意見があった。そのため配

置を隣接させず、距離

互い違いになるよう配置しなおした。

保健師ガイダンス時は受検者からの相談が

HIV 感染症や性感染症、セーファーセ

ックスについての相談が気軽にされている雰

囲気であった。そのため「

ちぇっくん」の保健師ガイダンスは検査説明

の場というだけではなく、受検者にとっては

普段から気になっている様々な疑問を、専門

職者に尋ねやすく、不安を低減する機会とし

ても位置づける事ができる。

対応は大阪市保健所

ュアルに準じる。 

筆記用具 

陽性判明告知時：発生届、紹介状、封筒、筆

（支援情報が掲載された資

関連の啓発資材、病院一覧

エイズ専門相談記録票 

状況は週明けに MASH

ールで情報を共有する。 

北区保健福祉センターに結果

には、別途同センターへ依

する。 

検査会実施後の意見交換会

回の実施状況をふまえ、2015

日に大阪市保健所と MASH 大阪で振り返りを

行い、改善点を抽出した。また

日にも振り返りを行い、次年度に向けて改

善点を検討した。ここではその内容について

保健師ガイダンス時の配置では

という意見があった。そのため配

距離や利用者が座る向きを

互い違いになるよう配置しなおした。

保健師ガイダンス時は受検者からの相談が

感染症や性感染症、セーファーセ

ックスについての相談が気軽にされている雰

そのため「dista

の保健師ガイダンスは検査説明

の場というだけではなく、受検者にとっては

普段から気になっている様々な疑問を、専門

職者に尋ねやすく、不安を低減する機会とし

ても位置づける事ができる。 

保健所の陽性告知

陽性判明告知時：発生届、紹介状、封筒、筆

（支援情報が掲載された資

関連の啓発資材、病院一覧 

MASH 大阪にメ

 

結果の交付

は、別途同センターへ依

検査会実施後の意見交換会 

2015 年 12 月

大阪で振り返りを

また 2016 年 1

日にも振り返りを行い、次年度に向けて改

善点を検討した。ここではその内容について

保健師ガイダンス時の配置では隣の会話が

という意見があった。そのため配

や利用者が座る向きを

互い違いになるよう配置しなおした。（右図参

保健師ガイダンス時は受検者からの相談が

感染症や性感染症、セーファーセ

ックスについての相談が気軽にされている雰

ista でピタッと

の保健師ガイダンスは検査説明

の場というだけではなく、受検者にとっては

普段から気になっている様々な疑問を、専門

職者に尋ねやすく、不安を低減する機会とし

 

 

の陽性告知

陽性判明告知時：発生届、紹介状、封筒、筆

（支援情報が掲載された資

にメ

交付を

は、別途同センターへ依

月 25

大阪で振り返りを

1 月

日にも振り返りを行い、次年度に向けて改

善点を検討した。ここではその内容について

隣の会話が

という意見があった。そのため配

や利用者が座る向きを

図参

保健師ガイダンス時は受検者からの相談が

感染症や性感染症、セーファーセ

ックスについての相談が気軽にされている雰

でピタッと

の保健師ガイダンスは検査説明

の場というだけではなく、受検者にとっては

普段から気になっている様々な疑問を、専門

職者に尋ねやすく、不安を低減する機会とし

あわせて、結果予約表も大きいと他の利用

者に見えてしまい、偏った時間帯に集中して

しまう傾向があったため、

たものを作成し、保健師が記録をつける事に

なった。

結果告知の予約時間は原則採血に来た時間

とするが、希望の時間が重なった場合には保

健師間で調整し、結果予約の時間を

ように工夫

当初

スタッフも従事

を考慮して、常勤スタッフやゲイ男性ではな

く、女性スタッフに依頼していたが、受検者

から

になるという意見があった。そのため、

目の検査会から、結果告知は受付もふくめて

大阪市

った。

 

図 

あわせて、結果予約表も大きいと他の利用

者に見えてしまい、偏った時間帯に集中して

しまう傾向があったため、

たものを作成し、保健師が記録をつける事に

なった。 

結果告知の予約時間は原則採血に来た時間

とするが、希望の時間が重なった場合には保

健師間で調整し、結果予約の時間を

ように工夫すること

当初、結果告知時に

スタッフも従事

を考慮して、常勤スタッフやゲイ男性ではな

く、女性スタッフに依頼していたが、受検者

から MASH 大阪の関係者というだけでやや気

になるという意見があった。そのため、

目の検査会から、結果告知は受付もふくめて

大阪市保健所の職員のみで対応することにな

った。 

 配置の実際

あわせて、結果予約表も大きいと他の利用

者に見えてしまい、偏った時間帯に集中して

しまう傾向があったため、

たものを作成し、保健師が記録をつける事に

結果告知の予約時間は原則採血に来た時間

とするが、希望の時間が重なった場合には保

健師間で調整し、結果予約の時間を

することになった。

、結果告知時に受付

スタッフも従事していた。プライバシー保護

を考慮して、常勤スタッフやゲイ男性ではな

く、女性スタッフに依頼していたが、受検者

大阪の関係者というだけでやや気

になるという意見があった。そのため、

目の検査会から、結果告知は受付もふくめて

の職員のみで対応することにな

配置の実際 

あわせて、結果予約表も大きいと他の利用

者に見えてしまい、偏った時間帯に集中して

しまう傾向があったため、A4 サイズに縮小し

たものを作成し、保健師が記録をつける事に

結果告知の予約時間は原則採血に来た時間

とするが、希望の時間が重なった場合には保

健師間で調整し、結果予約の時間を分散する

なった。 

受付にのみ、MASH

していた。プライバシー保護

を考慮して、常勤スタッフやゲイ男性ではな

く、女性スタッフに依頼していたが、受検者

大阪の関係者というだけでやや気

になるという意見があった。そのため、

目の検査会から、結果告知は受付もふくめて

の職員のみで対応することにな

 

あわせて、結果予約表も大きいと他の利用

者に見えてしまい、偏った時間帯に集中して

サイズに縮小し

たものを作成し、保健師が記録をつける事に

結果告知の予約時間は原則採血に来た時間

とするが、希望の時間が重なった場合には保

分散する

MASH 大阪

していた。プライバシー保護

を考慮して、常勤スタッフやゲイ男性ではな

く、女性スタッフに依頼していたが、受検者

大阪の関係者というだけでやや気

になるという意見があった。そのため、4 回

目の検査会から、結果告知は受付もふくめて

の職員のみで対応することにな

 



 

 

資材について

当日配布した

多くが小さなバックを持っていたため持ち帰

るのに不便との意見があった。今後ファイル

スリーブを作成する場合のサイズは

が望ましい

いたが、事前チェックシートが日本語だった

ため、スムーズに説明できなかった。そのた

め他言語版の事前チェックシートを作成する

必要がある

 

指紋認証について

1 回目から

目標より少なかったが、

用があったことから、指紋認証の導入によっ

て検査の敷居が高まった可能性は少ないと考

えられる。指紋の登録時にコミュニティセン

ターdista

く、MASH

構築されていることが重要な要素となってい

ると考えている。

い背景にはマイナンバー制の導入で個人情報

保護への意識が高くなったことが考えられ、

今後は依頼時に不安を払拭できるよう、より

詳細に説明する必要がある

 

図 「d

資材について 

当日配布したファイルスリーブは受検者の

多くが小さなバックを持っていたため持ち帰

るのに不便との意見があった。今後ファイル

スリーブを作成する場合のサイズは

が望ましい。また在日外国人の受検者が数名

いたが、事前チェックシートが日本語だった

ため、スムーズに説明できなかった。そのた

め他言語版の事前チェックシートを作成する

必要がある。 

指紋認証について 

回目から 3 回目からの受検者数は当初の

目標より少なかったが、

用があったことから、指紋認証の導入によっ

て検査の敷居が高まった可能性は少ないと考

えられる。指紋の登録時にコミュニティセン

dista だから了承すると語る受検者も多

H大阪とコミュニティとの信頼関係が

構築されていることが重要な要素となってい

ると考えている。1

い背景にはマイナンバー制の導入で個人情報

保護への意識が高くなったことが考えられ、

依頼時に不安を払拭できるよう、より

詳細に説明する必要がある

dista でピタッとちぇっくん」の流れ

ファイルスリーブは受検者の

多くが小さなバックを持っていたため持ち帰

るのに不便との意見があった。今後ファイル

スリーブを作成する場合のサイズは

。また在日外国人の受検者が数名

いたが、事前チェックシートが日本語だった

ため、スムーズに説明できなかった。そのた

め他言語版の事前チェックシートを作成する

 

回目からの受検者数は当初の

目標より少なかったが、4回目には

用があったことから、指紋認証の導入によっ

て検査の敷居が高まった可能性は少ないと考

えられる。指紋の登録時にコミュニティセン

だから了承すると語る受検者も多

大阪とコミュニティとの信頼関係が

構築されていることが重要な要素となってい

1 月の指紋登録者割合が低

い背景にはマイナンバー制の導入で個人情報

保護への意識が高くなったことが考えられ、

依頼時に不安を払拭できるよう、より

詳細に説明する必要がある。 

でピタッとちぇっくん」の流れ

ファイルスリーブは受検者の

多くが小さなバックを持っていたため持ち帰

るのに不便との意見があった。今後ファイル

スリーブを作成する場合のサイズは A5 以下

。また在日外国人の受検者が数名

いたが、事前チェックシートが日本語だった

ため、スムーズに説明できなかった。そのた

め他言語版の事前チェックシートを作成する

回目からの受検者数は当初の

回目には 52 人の利

用があったことから、指紋認証の導入によっ

て検査の敷居が高まった可能性は少ないと考

えられる。指紋の登録時にコミュニティセン

だから了承すると語る受検者も多

大阪とコミュニティとの信頼関係が

構築されていることが重要な要素となってい

月の指紋登録者割合が低

い背景にはマイナンバー制の導入で個人情報

保護への意識が高くなったことが考えられ、

依頼時に不安を払拭できるよう、より

 

でピタッとちぇっくん」の流れ

 

ファイルスリーブは受検者の

多くが小さなバックを持っていたため持ち帰
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